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大島町西の概要（その１）

 綾部市南西部で東は大島町中、大島町東
等、西は高津町に接する

 北は由良川により豊里地区と隣接し、南
は山地

 ほどよく商業地と住宅地が混じっている、
田舎とまちなかを両方楽しめる綾部の縮
図のようなエリア

 市道高津旭線（広域農道）、JR山陰本線
（高津駅）、府道福知山綾部線が東西に
貫通



大島町西の概要（その２）

世帯数 １６５世帯（自治会資料） 組数９組

人口 ４９４人

うち ７０歳以上人口 １０８人（高齢化率21.9％）

（※令和７年３月３１日現在）

避難行動要支援者名簿登載者数 １５人



コミュニティタイムライン作成に取り組んだきっかけ

 自分たちの地域（特に大島町西）に潜む災害リスク等を具体的に確認したい。

 避難の参考となる情報をの入手の仕方等を学びたい。

 ハザードマップの見方と避難の仕方について学びたい。

 避難所の指定はされているが、どこに避難すればよいのかわからない。

 自主防災規約はあるが、いざという時に迅速に落ち着いて行動ができるかわ
からない。

 避難が必要と思われる人は年々増えている（高齢化による独居や高齢者世帯
の増加）

 自助・共助が必要であるが、平常時から地域住民が安心して暮らせるルール
づくりが必要であるため。



マイタイムライン講習会とコミュニティタイムライン
作成に係るワークショップの概要

◆第１回 お天気キャスターと作る「マイ・タイムライン」講習会
実施時期 令和７年１月１９日（日） 午前９時３０分～午前１１時３０分 参加者３４人

◆第２回 地域の災害リスクを知る マイ防災マップの作成
実施時期 令和７年２月２３日（日） 午前９時３０分～午前１１時３０分 参加者２９人

◆第３回 地域で支えあう約束を考える ～コミュニティタイムラインの作成～

実施時期 令和７年３月１６日（日） 午前９時３０分～午前１１時３０分 参加者２８人

 主な参加者（１回４５人に参加要請）

自治会四役、相談役、当年度組長、次年度組長、民生委員・児童委員、各分館部長・副部長、

女性部員、防災対策推進委員など



まとめ・・・

■取り組みの成果
 ・「いつ」「誰が」「何を」するのかを取りまとめた行動計画を作成したことで、地域で行うべき行動を整理し、

共有することができ、先を見越した早めの行動が可能となった。

 ・また、作成を通じて住民対象のワークショップが行われたことにより、地域の防災上の課題やその解決策

について話し合うことができ、防災に対する意識向上が図られ、情報を理解する必要性を実感

■今後に向けて

※今後も継続した検討や話し合いを続け、常に改善による最適なルールづくりが必要

・情報を伝える方法（電話だけでなく、LINE等の他の手段を考える）

・組長から住民へ連絡する方法（効率よく確実に情報を伝えられる方法も考える）

・備蓄品の充実（発電機、車いす、布団、緊急用トイレ等）

・要支援者への具体的な支援方法（だれが、どのように避難を支援するか 等）

・要支援者の情報の集約・更新方法（要支援者の状態・意向・更新間隔 等）

・要支援者の情報の管理・共有方法

地域住民の「つながり」を大切にしていくこと



研修会の様子



コミュニティタイムラインの成果品





広報あやべねっと記事
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